
 

地域を超えた迅速かつ適切な救急搬送や、地域の医療資源を有効活用ができる体制を

整備するため、平時より災害拠点病院や関係団体等との連携を推進します。 

・ 地域の医療機関が感染症へ適切に対応するためのＢＣＰ策定を推進します。 

・ 災害に備えての準備、災害時における心血管疾患の予防や避難所生活上の注意点等

の情報について、「心臓病ノート⑨」等を活用し、周知啓発を行います。 

 

４．評価指標 

指標名 現状 目標 指標の説明・目標設定の考え方 

① 虚血性心疾患

の年齢調整死

亡率（人口10万

対） 

男性33.9 

(全国73.0) 

女性15.7 

(全国30.2) 

(令和２年) 

男性 

25.0 

女性 

11.0 

（令和７年） 

発症予防・早期発見対策や医療提供

体制の強化等により、全国平均を下

回る年齢調整死亡率を更に改善す

る。 

② 心不全の年齢

調整死亡率（人

口10万対） 

男性54.4 

（全国69.0） 

女性40.5 

（全国48.9） 

（令和２年） 

男性 

54.0 

女性 

40.0 

（令和７年） 

全国的に上昇傾向にあるため、発症

予防・早期発見対策や医療提供体制

の強化等により、現在の数値を維持

する。 

③ 大動脈瘤及び

解離の年齢調

整死亡率（人口

10万対） 

男性18.8 

(全国17.1) 

女性11.5 

(全国10.6) 

(令和２年) 

男性 

17.0 

女性 

10.0 

（令和11年） 

発症予防・早期発見対策や医療提供

体制の強化等により、年齢調整死亡

率を現在の全国平均以下まで改善

する。 

④ 外来心大血管

疾患リハビリ

テーション実

施件数（SCR） 

78.3 

（全国100） 

（令和２年） 

 

100以上 

（令和11年） 

医療提供体制等の強化により、外来

心大血管疾患リハビリテーション

実施件数（SCR）を全国平均（100）

以上にする。 

⑤ 在宅等生活の

場に復帰した

虚血性心疾患

患者の割合 

県92.1％ 

(全国93.3％) 

(令和２年) 

全国平均以上 

（令和11年） 

医療提供体制の強化等により、在宅

等の生活の場に復帰した患者の割

合を全国平均以上にする。 

 

 

  
 

⑨ 心臓病ノートとは、患者・家族のセルフケアの支援のため、また、医療従事者との情報や希望・想いを共有するため
に作成した冊子のことです。心臓病に関する情報や福祉・行政サービスについて掲載しています。 
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数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

予防・
啓発

Ｐ 喫煙率(男性)
国民生活基

礎調査

R元

（3年毎）
28.8 30.8 36 %

予防・
啓発

Ｐ 喫煙率(女性)
国民生活基

礎調査

R元

（3年毎）
8.8 7.7 25 %

予防・
啓発

Ｐ
特定健康診査の実施
率

特定健康診

査の実施状

況

R2

（毎年）
53.1 51.2 28 %

予防・
啓発

Ｐ
特定保健指導の実施
率

特定健康診

査・特定保

健指導に関

するデータ

R2

（毎年）
23.0 36.9 1 %

予防・
啓発

Ｐ
高血圧性疾患患者の
年齢調整外来受療率

患者調査
R2

（3年毎）
215.3 289.0 46

予防・
啓発

Ｐ
脂質異常症患者の年
齢調整外来受療率

患者調査
R2

（3年毎）
67.7 70.9 27

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
虚血性心疾患の年齢
調整死亡率（男性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
73.0 33.9 1

人
口
１
０
万
対

○

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
虚血性心疾患の年齢
調整死亡率（女性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
30.2 15.7 4

人
口
１
０
万
対

○

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名

第８次熊本県保健医療計画　現状把握のための指標一覧

(心筋梗塞等の心血管疾患）

二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

8



数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名 二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
心不全の年齢調整死
亡率（男性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
69.0 54.4 4

人
口
１
０
万
対

○

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
心不全の年齢調整死
亡率（女性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
48.9 40.5 5

人
口
１
０
万
対

○

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
大動脈疾患の年齢調
整死亡率（男性）

人口動態調

査報告

R２

（毎年）
17.1 18.8 20.8/10.8 21.7 12.4 26.6 15.5 13.5 21.7 23.9 8.2 26.8

人
口
１
０
万
対

○

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
大動脈疾患の年齢調
整死亡率（女性）

人口動態調

査報告

R２

（毎年）
10.6 11.5 12.0/4.9 15.3 12.1 10.8 13.1 6.4 10.0 10.3 10.5 14.0

人
口
１
０
万
対

○

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
心血管疾患の年齢調
整死亡率（男性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
190.1 179.5 13

人
口
１
０
万
対

予防・
啓発～
再発・
重症化
予防

Ｏ ●
心血管疾患の年齢調
整死亡率（女性）

人口動態特

殊報告

R2

(５年毎)
109.2 101.2 12

人
口
１
０
万
対

救護 Ｐ

心肺機能停止傷病者
全搬送人員のうち、一
般市民による除細動の
実施件数

救急救助の

現況

R３

（毎年）
1719 18 26
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数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名 二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

救護 Ｐ
虚血性心疾患により救
急搬送された患者数

急病にかかる

疾病分類別

傷病程度別

搬送人員調

R4

（毎年）
5465 人

救護 Ｐ
大動脈疾患により救急
搬送された患者数

患者調査
R2

（3年毎）
37 135 224 226 75 126 122 95 60 224 72

救護 Ｏ ●
救急要請(覚知)から救
急医療機関への搬送ま
でに要した平均時間

救急救助の

現況

R3

（毎年）
42.8 42.4

急性期 Ｓ 循環器内科医師数

医師･歯科

医師･薬剤

師統計

R2

（2年毎）
233 157 4 12 4 10 7 16 5 6 12 人

急性期 Ｓ 心臓血管外科医師数

医師･歯科

医師･薬剤

師統計

R2

（2年毎）
44 38 1 2 3 人

急性期 Ｓ
心臓内科系集中治療
室（CCU)を有する医療
機関数

医療施設調

査

R2

（3年毎）
4 3 1

急性期 Ｓ
心臓内科系集中治療
室（CCU)を有する医療
機関の当該病床数

医療施設調

査

R2

（3年毎）
18 16 2 床

急性期 Ｓ
心臓血管外科手術が
実施可能な医療機関
数

NDB
R3

（毎年）
5 0 0 0 0 0 0 0 0

急性期
～再
発・重
症化予
防

Ｓ
心臓血管リハビリテー
ション料（Ⅰ）届出医療
機関数

診療報酬施

設基準

R3.3.31

（毎月）
43 26 1 3 1 4 0 3 1 2 2
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数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名 二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

急性期
～再
発・重
症化予
防

Ｓ
心臓血管リハビリテー
ション料（Ⅱ）届出医療
機関数

診療報酬施

設基準

R3.3.31

（毎月）
10 4 0 1 21 2 1 1 0 0 0

急性期 Ｐ
急性心筋梗塞患者に
対するPCI実施率

NDB
R3

（毎年）
0.83 0.80 0.00 0.84 0.00 1.00 1.00 0.94 0.97 0.85 0.94

急性期 Ｐ ●
PCIを施行された急性
心筋梗塞患者数のうち
冠動脈再開通数

NDB
R3

（毎年）
495 0 83 0 15 93 20 89 124

急性期 Ｐ ●

PCIを施行された急性
心筋梗塞患者数のう
ち、90分以内の冠動脈
再開通数

NDB
R3

（毎年）
564 295 0 37 0 0 15 50 12 61 94

急性期 Ｐ ●

PCIを施行された急性
心筋梗塞患者数のう
ち、90分以内の冠動脈
再開通割合

NDB
R3

（毎年）
59.6 44.6 100.0 53.8 60.0 68.5 75.8 %

急性期 Ｐ
虚血性心疾患に対する
心臓血管外科手術件
数

NDB
R3

（毎年）
184 167 0 0 0 0 0 17 0 0 0 件

急性期 Ｐ
大動脈疾患患者に対
する手術件数

NDB
R3

（毎年）
199 0 0 0 0 0 17 0 0 件

急性期
～回復
期

Ｐ ●
入院心血管リハビリテー
ションの実施件数

NDB
R3

（毎年）
79524 52275 50 4318 225 5270 194 10738 1236 2171 3,047 件

急性期
～回復
期

Ｏ ●
虚血性心疾患の退院
患者平均在院日数

患者調査
R2

（3年毎）
12.4 7.8 22 8.3 11.0 5.3 4.3 4.5 11.2 10.3 4.6 6.6 日
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数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名 二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

急性期
～回復
期

Ｏ ●
心血管疾患の退院患
者平均在院日数

患者調査
R2

（3年毎）
24.4 20.4 16 15.5 145.4 24.3 60.1 25.9 23.0 17.0 24.3 12.7 30.7 日

急性期
～慢性
期

Ｏ ●
在宅等の生活の場に復
帰した虚血性心疾患の
割合

患者調査
R2

（3年毎）
93.3% 92.1 92.9 65.2 100.0 100.0 100.0 93.9 87.5 85.5 80.1 % ○

急性期
～慢性
期

Ｏ ●
在宅等の生活の場に復
帰した大動脈疾患の割
合

患者調査
R2

（3年毎）
29.88 24.8 14.1 18.9 36.2 24.2 38.4 26.2 27.5 54.6 33.9 %

回復期
～慢性
期

Ｓ
両立支援コーディネー
ター基礎研修の受講者
数

（独）労働

者健康安全

機構の養成

研修HP

R4.3.31

（毎年）
12,087 246 人

回復期
～慢性
期

Ｓ
心不全緩和ケアトレー
ニングコース受講者数

心不全学会
R4.12

（毎年）
1180 17 19 人

回復期
～再
発・重
症化予
防

Ｐ
心血管疾患患者におけ
る地域連携計画作成
等の実施件数

NDB
R3

（毎年）
187 118 12 0 0 47 0 0 10 0 0 件

回復期
～再
発・重
症化予
防

Ｐ ●
外来心血管リハビリテー
ションの実施件数

NDB
R3

（毎年）
15330 9687 0 143 213 2,768 0 749 256 1,514 0 件

回復期
～再
発・重
症化予
防

Ｐ ●
外来心血管リハビリテー
ションの実施件数
（SCR)

NDB
R3

（毎年）
100 78.3 148.9 11.7 ○
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数値
全国
順位

熊本・上益城 宇城 有明 鹿本 菊池 阿蘇 八代 芦北 球磨 天草

病期
・

医療
機能

Ｓ
Ｐ
Ｏ

重点
●

指標名 二次保健医療圏ごと

データ

調査年
（調査周
期）

単
位調査名

調査の詳細

熊本県
全国

評価
指標
として
使用

慢性期 Ｐ
心血管疾患における介
護連携指導の実施件
数

NDB
R3

（毎年）
2395 18 件

再発・
重症化
予防

Ｓ
慢性心不全の再発を予
防するためのケアに従
事している看護師数

日本看護協

会

R4.12

（毎年）
503 9 16 6 0 2 0 0 0 1 0 0 0 人

再発・
重症化
予防

Ｓ
歯周病専門医が在籍
する医療機関数

日本歯周病

学会より提

供

R4.12.31

随時
973 18 16

予防・
発見

Ｐ ●
がん検診受診率
（胃がん）

国民生活基

礎調査（大

規模調査）

H25

（3年毎）
30.6 35.5 9 % ○

13


